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1．はじめに
韓国の生命保険市場は、2012年３月２日付で農業協同組合（以下、農協）の組織形態が
「協同組合」から「株式会社」に転換されたこと、また、同月の 15日に韓米 FTAが発効さ
れることによって、大きく再編された。
農協が組織形態を協同組合から株式会社に変えた理由は、世界的に広がっている貿易障壁
の撤廃の流れの中で、組織の非効率性を削減し、競争力を高めるためである。
その内、共済の形態として運営されてきた農協共済は、株式会社に変わることにより、農
協生命保険と農協損害保険に分離され、監督法規も既存の「農業協同組合法」から「保険業
法」に変わった。その結果、今まで、韓国では、類似保険として取扱われていた農協共済は、
完全に一般の生命保険会社、損害保険会社と同じ性質をもつようになった。
そして、韓米 FTAの発効により、民間保険分野の規制は緩和されたが、農協共済と一緒
に類似保険として取扱われてきた郵政事業本部の保険への規制は強化された。郵政事業本部
の保険に対して規制が強化された理由は、民営化されていない国営機関であるため、競争上
の恩恵があると判断され、郵政事業本部の保険と民間保険との公正な競争を図るためであっ
た。また、４大共済ともいわれる、農業協同組合中央会、水産業協同組合中央会、セマウル
金庫連合会、信用協同組合中央会等へのソルベンシー監督が導入された。
農協と郵政事業本部の保険は、生命保険市場においてもそれぞれ４位と５位に該当するほ
ど大きな組織である。なぜ、以上のような２つの現象（農協の株式会社化、韓米 FTA）が発
生し、それが韓国の生命保険市場の構造をどのように変えていくのだろうか。そこで、本論
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文は、主に生命保険市場に限って、農協と郵政事業本部の保険が生命保険市場に加わること
により、今後、激しい競争が予想されている中で、その背景を詳細に調べ、再編された生命
保険市場の構造について分析したい。また、生命保険市場の構造を分析するときには、商品、
販売チャネル、資産運用といった３つの部分が主な対象になっているが、本論文では、商品
部分に限って分析したい。
まず、第２章では、農協の株式会社への背景と韓米 FTAにおいて保険分野の内容につい
て明らかにする。第３章では、２つの現象により再編された韓国の生命保険市場の変化を検
討する。第４章では、生命保険市場の構造を市場集中度と商品特徴の観点から分析する。
2．生命保険市場の環境変化
2.1 農協の株式会社化
（１）組織の再編と農協生命の誕生
農協は 1961年に設立され、2000年には農協と畜産業協同組合、人参業協同組合の統合を
通じて、現在職員が約２万３千人（契約職を含む）に至る組織に成長した (1)。ところが、1986
年から始まったウルグアイラウンド（Uruguay Round）通商交渉が 1993年に妥結し、1995
年にはWTOが創設される一連の過程の中で、農産物の輸入開放に対する農業従事者の不安
感が大きくなるとともに、農協が農・畜産物の流通・販売等の経済事業を怠っているという
批判と運営の透明性やコーポレートガバナンスの欠如といった指摘があり、農協を信用事
業 (2)と経済事業 (3)に分離しようとする主張が出始めた (4)。
信用事業も専門性と効率性が減少し、都市銀行に比べて徐々に競争力が低下していった。
そこで、政府は経済事業と信用事業を活性化し、会員組合と農業従事者の利益を保護する本
来の役割を充実した組織に変化させるため農協の改革を推進した (5)。その作業が本格化した
のは、李明博政権になってからであって、2008年 12月９日に農協・農業従事者団体・学界
等の専門家 11人で「農協改革委員会」を構成し、「農協中央会の信・経分離推進方案」とい
う事業構造の改編作業を始めた (6)。その後、様々な審査を受け、2011年３月に農協法の改正
(1) 農林水産食品部（2011）p.1参照。
(2) 信用事業とは、農業従事者ための各種事業の推進に必要な資金を提供し、偶然の事故の対策として生命
共済と損害共済事業を実施している。また、農業部門に対する投・融資業務を行うことにより農業・農
村の開発を効率的に支援することである。
(3) 経済事業とは、農業従事者が安定的に農業を営むことができるように生産・流通・加工・消費に至るま
で様々な支援を行うことである。
(4) キム・ドニョン（2011）p.4参照。
(5) 農林水産食品部（2011）p.1参照。
(6) 同上 pp.1-2参照。
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案が議決され、2012年３月２日付で施行された。
図１ 再編された後の農協の組織図
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（出典）農協のホームページより作成
農協法の改正の主な内容は、①事業分離方式、②経済事業の活性化、③金融事業の競争力
の向上、④名称使用料制度の導入、⑤政府支援、⑥組合選挙制度の改善等が挙げられる (7)。
その内、事業分離方式に関しては、農協中央会の下に２つの持株会社体制（「農協経済持株
会社 (8)」と「農協金融持株会社 (9)」）に転換された。
このような経緯から、農協共済は農協生命保険と農協損害保険に分離され、組織形態も協
同組合から株式会社に変わることになり、保険業法が適用されることになった (10)。また、そ
(7) 同上 pp.3-8参照。
(8) 農協経済持株会社は、農・畜産物の販売・流通・架空等の経済事業を担当する。
(9) 農協金融持株会社は、農業・農村の経済に多くの収益をもたらせるよう、７つの金融子会社を持つ。
(10) 新設された農協法の第 134条の５（農協生命保険および農協損害保険）によると、①中央会は共済事業
を分離して、生命保険業を営む法人（以下、“農協生命保険”という）と損害保険業を営む法人（以下、
“農協損害保険”という）をそれぞれ設立する。この場合、その事業の分離は「商法」第 530条の 12に
よる会社の分割にみなし、事業の分離手続きは「商法」第 530条の３第１項、第２項および第４項、第
530条の４から第 530条の 11までを準用し、「商法」第 530条の３によって準用される「商法」第 434
条の内、“出席した株主の議決権の３分の２以上の数と発行株式総数の３分の１以上の数”は“大議員
過半数の出席と出席した大議員の３分の２以上の賛成”にみなす。②この法に特別な規定がなければ農
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の際、保険業法の適用に関する特例も定められた。これにより、今後、退職年金は５年間販
売が禁止され、農業機械保険を除外した自動車保険商品等は別途の認可が必要となった。そ
して、既存の共済契約は保険業法による保険契約とみなし、農協生命保険と農協損害保険が
その契約を全部引き受けたものとされた。また、農協銀行は金融機関保険代理店に登録され、
バンカシュランスルール (11)が適用されることとなった。
（２）農協共済の事業推移
2000年から 2010年までの農協共済における生命共済の実績を生命保険市場と比較したの
が表１である。農協の生命共済事業は生命保険市場に比べて 2000年は 13.8％を占めていた
が、徐々に逓減し 2010年には 10.8％となった。特に、2002年から 2005年までは生命共済の
共済掛金が減少傾向をみせているが、その原因は当時の景気の悪化 (12)と保険市場における銀
行窓販開始にあると考えられる (13)。また、同時期の共済金の増加は満期を迎えた共済金の規
模が大きかったためである (14)。
表１ 農協共済と生命保険市場の実績比較
区分
共済掛金・保険料 共済金・保険金
農協共済 生命保険 共済占有率 農協共済 生命保険 共済占有率
2000 7,137 51,654 13.8 4,521 37,385 12.1
2001 7,205 47,364 15.2 3,350 34,353 9.8
2002 6,760 49,067 13.8 4,254 29,418 14.5
2003 6,180 50,392 12.3 6,035 31,739 19.0
2004 5,623 53,751 10.5 7,647 31,623 24.2
2005 6,426 61,472 10.5 8,596 35,584 24.2
2006 7,094 66,455 10.7 4,834 35,146 13.8
2007 7,309 75,096 9.7 4,752 44,877 10.6
2008 7,739 73,561 10.5 6,441 47,544 13.5
2009 8,007 76,957 10.4 6,997 47,379 14.8
2010 8,963 83,007 10.8 7,054 53,709 13.1
（注）単位：十億ウォン、％
（出典）保険開発院『保険統計年鑑』と生命保険協会（韓国）『統計年報』各号より作成
協生命保険および農協損害保険については「保険業法」を適用するとしている。
(11) バンカシュランスルールとは、銀行や証券会社の窓口で保険を販売するとき、特定保険会社の商品割合
が 25％を超えないことと、販売職員を２人以下に制限する規定である（保険業法 91条２項、３項、
100条１項４号）。
(12) 『保険統計年鑑』（2004）
(13) 宋貞根（2005）pp.27-40参照。
(14)  『保険統計年鑑』（2004）
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その反面、生命保険市場は持続的に収入保険料が増加していて生命共済と対照的である。
特に、生命保険市場は、銀行窓販が開始された 2003年８月から 2007年にかけて収入保険
料が急激に増加した。
図２ 農協共済と生命保険会社の収入保険料の比較
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2.2 韓米 FTAにおける保険関連事項
（１）韓米 FTAの経緯
韓米 FTAの経緯は 1989年まで遡る。初めて韓米 FTAに関する議論が行われたのは、1989
年に出された米国の国際貿易委員会（USITC）の報告書である「アジア・太平洋地域国家と
の FTA締結に関する検討報告書」の中で、米国における望ましい FTA対象国家として、韓
国、シンガポール、台湾が選ばれて以来である。その後、1999年６月に駐韓米国商工会議所
（AMCHAM）が当時の大統領であったビル・クリントンに韓米 FTAの締結を促す書簡を送
ることによって本格化された。それをきっかけに、両国は長年にわたる事前実務会議を経て、
2006年２月３日に米国のワシントンで正式に韓米 FTAの協商を宣言した。
協商が始まった後、韓米 FTAは８回に亘る交渉を通じて 2007年４月２日に妥結された。
その後、国会での批准を経て 2012年３月 15日に発行された。
（２）韓米 FTAにおける保険と共済分野の内容
韓米 FTAは、総 24章、付属書Ⅰ、Ⅱ、Ⅲで構成されている。その内、「第 13章金融サー
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ビス」のところに保険・共済関連の内容が規定されている。
そして、保険・共済関連の内容は、民間保険分野、国営保険分野、共済分野という大きく
３つの分野にまとめることができる。以下ではそれぞれの内容について説明することとした
い。
１）民間保険分野に対する内容
第 13章金融サービスの中で、保険に関する内容は、大きく６つに分けることができる。
それは、①保険商品およびサービスの提供、②監督の透明性、③自律規制機構、④苦情処理、
⑤保険の迅速な利用可能性、⑥保険ワーキンググループの設置である。
①保険商品およびサービスの提供
各当事国は、内国民待遇を付与する条件に基づいて、相手国の国境間金融サービスの供給
者が海上運送、商業的空港、宇宙ロケット打上げおよび貨物運送、再保険および再々保険と
いった貿易関連保険商品の国境間取引ができるように許可した。また、保険コンサルティン
グ、リスク評価、損害査定、保険計理業務のようなサービスも許可し、そして、保険仲介に
関するサービスも提供できるように許可した。
②監督の透明性
保険を含む金融機関の認可審査期間を従来の 150日から 120日に短縮することと、監督規
定を改正する際の意見収斂期間を従来の 20日から 40日に拡大した。
③自律規制機構
各当事国は自律規制機構が内国民待遇と最恵国待遇の義務を遵守することを規定してい
る。たとえば、韓国の場合、保険開発院が保険自律規制機関として定められている。ところ
が、米国については定められていない。
④苦情処理
各当事国は、保険会社のすべての苦情を各保険会社の相対的規模を考慮した上で開示しな
ければならない。その際、苦情指数の比率形態およびレベル形態、または他の合理的な形態
のような透明な方式で提示されなければならない。
⑤保険の迅速な利用可能性
各当事国は、保険サービスを迅速に提供するために、発効後１年以内に、例外目録アクセ
スに基づいた商品届出手続を採択する。また、韓国はその商品が保険業監督規定で定められ
た基準を充足していない場合、金融監督委員会が新保険商品の販売前に事前商品届出を要求
する。そして、韓国はすべてのバンカシュランス商品について商品届出を要求する。
⑥保険ワーキンググループ
各当事国は、金融サービス監督組織に関連する公務員で構成された保険ワーキンググルー
プを設置する。このワーキンググループは、透明性、郵政事業本部、保険を販売する分野別
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協同組合と民間保険事業者間の同等な競争を保障するための措置、金融監督、政策等を行う。
毎年１回会合し、その結果を共同委員会に報告する。
２）国営保険分野（郵政事業本部の保険）に関する内容
今まで、保険会社とは異なる国営保険という形態で事業を行ってきた郵政事業本部の保険
は、米国との FTAを通じて、民間保険会社に対する競争上の恩恵がなくなった。その規制
としては、FTA発効後、変額保険、損害保険、退職保険等を含む新商品の販売が禁止される
ようになった。そして、保険商品販売の限度額を引き上げる前に金融監督委員会と協議し、
金融監督委員会はその引上げ案を公表し、パブリックコメントを聴取する機会を設けること
になった。その他には、FTA発効後２年以内に、金融監督委員会は、郵政事業本部が提出す
る財務上の各種書類を確認し、必要なときに意見を提出することになった。また、同じく２
年以内に、郵政事業本部が行う保険商品の広告について、民間保険会社と同一の規制を適用
することになった。
３）共済分野に関する内容
４大共済といわれる韓国の農業協同組合中央会、水産業協同組合中央会、セマウル金庫連
合会、信用協同組合中央会についても他の民間保険会社との間で共済に競争上の恩恵を与え
てはならないと規定している。そして、FTA発効後３年以内に金融監督委員会が４大共済の
支払能力（ソルベンシー）を監督することになっている。
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表２ 韓米 FTAにおける保険・共済分野の主要内容
?? 主要内容 詳細内容・規制事項 条文
????
保険商品および
サービスの提供
・貿易関連保険商品の国境間取引許可
・保険仲介業に関する国境間取引許可
・保険コンサルティング、リスク評価、損害査定、計理業務の国境
間取引許可
・現地法人や支店を通じた新保険商品およびサービス提供
第 13.5条、
付属書 13–A
監督透明性 ・監督規定を改正するとき、意見収斂期間を 20日から 40日に拡大・認可審査期間を 150日から 120日に短縮
第 13.11条、
付属書 13–B
第４節
自律規制機構 ・各当事国は自律規制機構が内国民待遇と最恵国待遇の義務を遵守すること
第 13.12条
苦情処理 ・各当事国は、すべての苦情情報について保険会社の相対的規模を考慮した上で開示
付属書 13–B
第５節
保険の迅速な
利用可能性
・例外目録アクセスに基づいた商品申告手続を採択（１年以内）
・すべてのバンカシュランス商品について商品申告を要求する。
付属書 13–B
第９節
保険ワーキング
グループの設置
・各当事国の金融サービス監督組織に関連する公務員で構成
・毎年１回会合し、その結果を共同委員会に報告
付属書 13–C
????
郵政事業本部の
保険
・金融監督委員会は、郵政事業本部が提出する財務上の各種書類を
確認し、必要なときに意見を提出（２年以内）
・郵政事業本部が行う保険商品の広告について、民間保険会社と同
一の規制を適用（２年以内）
・変額保険、損害保険、退職保険等を含む新商品の販売禁止
・保険商品販売の限度額を引き上げる前に金融監督委員会と協議
付属書 13–D、
確認書簡
??４大共済 ・支払能力（ソルベンシー）の導入（３年以内）
付属書 13–B
第６節
（注１）公的退職年金制度および法定社会保障制度の一部を構成する活動やサービスに対しては適用されな
い（第 13.1条）。しかし、当事国が自国の金融機関に対して公共機関または金融機関間の競争を許可した
場合には例外的に適用される。これにより、韓国の退職年金、米国の民間保険会社が取扱う健康保険と労
災保険は規定が適用される。
（注２）自律規制機構について、韓国は「保険開発院」が定められているが、米国は定められていない。
（注３）韓国における４大共済は、農業協同組合中央会、水産業協同組合中央会、セマウル金庫連合会、信
用協同組合中央会である。
（出典）『韓米 FTA協定文』、『追加協商合議文』により作成
3．生命保険市場の再編
3.1 生命保険市場の推移
郵政事業本部の保険と農協生命が生命保険市場に参入する前の状況を把握するため、2000
年から 2010年までの生命保険市場における年度ごとの保有契約高と収入保険料の推移をみ
ると、順調に伸びていることがわかる。保険契約高は 2000年の約 829兆ウォン（約 65兆円）
から 2010年の約 1,793兆ウォン（約 140兆円）まで、わずか 10年で倍増し、収入保険料も
2000年の約 52兆ウォン（約４兆円）から 2010年の約 83兆ウォン（約７兆円）まで増加し
た。
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図３ 保有契約高と収入保険料の推移
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（注）単位：兆ウォン
（出典）生命保険協会（韓国）『統計年報』各号より作成
Sigma（2012）によると、韓国における GDPに対する生命保険料の割合は 7.0％である。
これは、生命保険の普及率を示しており、世界的にみると８番目に大きいほど、韓国の生命
保険市場は成熟段階に至っていると判断される。
それでは、保険商品の中でもどの種類の商品が伸びているのだろうか。収入保険料を保険
種類別にみると、死亡保険、特別勘定保険（変額保険、退職保険、退職年金）、生存保険の
伸展が大きい。2000年の時点で２番目だった死亡保険が急激に増加し、2010年には約 29兆
ウォンで最も高い。その次は特別勘定で取扱われる変額保険、退職保険、退職年金等のよう
な保険種類も約 26兆ウォンまで急増している。その中でも、変額保険の伸び率が圧倒的で
あるが、それは、低金利時代において変額保険を利用し、収益を上げようとする消費者が増
えたためである。生存保険は、2001年には少し減少したが、2002年からは着実に増加して
いる。その反面、生死混合保険は、2000年から徐々に減少の傾向をみせており、2009年か
ら若干増えている。団体保険は、2000年から逓減している。
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図４ 保険種類別の収入保険料の推移
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（注）単位：兆ウォン
（出典）生命保険協会（韓国）『統計年報』各号より作成
このような現象は、今後、さらなる低金利の基調と、高齢化の伸展を考えると引き続くと
思われる。その中で、農協が株式会社に変わって完全に生命保険会社化し、また韓米 FTA
により、郵政事業本部の保険に関しては規制が強化されたものの、民間保険分野に関しては
規制が緩和された。そこで、韓国の生命保険市場は今後、どのように変わっていくのだろう
か。以下では、これについて検討したい。
3.2 生命保険市場の再編
（１）規模の拡大
まず、生命保険市場の規模を把握するとき、郵政事業本部の保険の場合は、国営として行
われている機関であるため、民間生命保険と同等に比べることは適当ではないかもしれない。
しかし、韓米 FTAにより、金融監督委員会の規制を受けるようになった点、そして、民間
生命保険会社との競争上の恩恵がなくなり、むしろ、今後、生命保険市場において売れ筋商
品ともいわれる変額保険、退職保険等への新商品販売が禁止された点等を考慮すると、実質
的に公正な競争が行われるようになったと思われる。そこで、本論文では、郵政事業本部の
保険も民間保険と同じ市場に入れて検討を行いたい。
したがって、既存の民間保険市場に郵政事業本部の保険と農協生命が加えることにより、
韓国の生命保険市場の規模は拡大した。2010年度基準で、再編された生命保険市場は、総資
産ベースで、4,166,519億ウォンから 4,815,500億ウォンに約 13％拡大した。
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表３ 再編された生命保険市場の規模（2010 年度）
区分
総資産 収入保険料
金額 割合 金額 割合
民間生命保険 4,166,519 86.5％ 830,074 83.3％
郵政事業本部の保険 318,087 6.6％ 69,471 7.0％
農協生命 330,894 6.9％ 97,227 9.7％
合計 4,815,500 100％ 996,772 100％
（注１）単位：億ウォン
（出典）保険開発院『2010年度 保険統計年鑑』より作成
（２）競争の促進
郵政事業本部の保険と農協生命という２つのプレーヤーが生命保険市場に加わることによ
り、生命保険市場の規模が大きく拡大するとともに、自然にその中のプレーヤー同士の競争
は激しくなると思われる。また、韓米 FTAを通じて、米国との間に国境を越えた取引が容
易になったことから、米国の生命保険会社との競争も積極的に展開すると予想される。
表４は韓国の保険市場におけるプレーヤーの数と収入保険料をベースにした保険料割合で
ある。これをみると、国内の生命保険会社数は 14社で最も多い。それに郵政事業本部の保
険と農協生命が加えて 16社になった。そして、外資系生命保険会社の場合は、全部で９社
が韓国の生命保険市場に進出しているが、その中でも米国系の生命保険会社が半分以上の５
社を占めている。
保険料割合の場合、国内社は最も大きい 66.7％を占めている。その次は、農協生命、その
他の外資系、米国系、郵政事業本部の保険の順になっているが、それぞれの差はそれほど大
きいものではない。
表４ 生命保険会社の数と保険料割合
区分
生命保険会社
数 保険料割合
国内社 14 66.7％
米国系 5 8.3％
その他の外資系 4 8.9％
郵政事業本部の保険 1 7.0％
農協生命 1 9.1％
合計 25 100％
（注１）単位：社
（注２）国内社、米国系、外資系は 2010年度基準
（注３）農協保険は 2012年に組織転換され、それぞれ生命保険会社と損害保険会社を設立
（出典）生命保険協会（韓国）『統計年報』各号より作成
以上のように韓国の生命保険市場の現状をみると、今後、生命保険市場で競争が激しくな
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る可能性がある。その一部の根拠として、今回の韓米 FTAにより、郵政事業本部の保険は
協定の発効２年後に変額保険、損害保険、退職保険を含む新商品の販売が禁止されることと、
農協保険の場合、退職年金が５年間販売禁止、農業機械保険を除外した自動車保険商品等は
別途の認可が必要になった。また、農協銀行は金融機関の保険代理店として登録され、バン
カシュランスルールが適用されることとなった。
このような事実から、現在、退職年金保険は特に生命保険分野において注目を浴びている
分野であり、商品の特性上、長期性の商品であるため初期に市場を確保することが非常に重
要である。
4．生命保険市場の構造分析
4.1 生命保険市場の市場集中度分析
農協生命の株式会社化と韓米 FTAによる郵政事業本部の保険の生命保険市場への参入は、
以前から保険と共済に関する様々な議論が行われていた事実を考慮すると、韓国の生命保険
市場に新たな変化をもたらした。そこで、以下では、市場構造を測定する指標として使われ
ている CR（Concentration ratio：集中度）と HHI（Herfindahl-Herschman Index：ハーフィ
ンダル指数）を用いて分析したい。
CRは、たとえば、１つの市場において、上位何社の市場シェア率の合計を意味するもの
である。この指数は、測定が簡単であり、少数大手企業の市場シェア率を直接的に表示する
ため、市場集中度を測定する手段として幅広く使われている。
一般的に、CR1（１位企業の市場シェア率）が 50％以上であれば、独占（Monopoly）市場
であると判断し、CR2（１位と２位の市場シェア率の合計）が 75％以上であれは、複占
（Duopoly）、CR3（１位から３位までの市場シェア率の合計）が 75％以上であれば、寡占
（Oligopoly）、CR5（１位から５位までの市場シェア率の合計）が 90％以上であれば、独占的
市場、40％以上であれば競争的市場であると判断される (15)。
しかし、CRは、上位何社の企業間の相対的な規模の格差が考慮されないことと、企業の
数が競争に与える効果を完全に排除している短所をもっている。
その反面、HHIは、１つの市場に参加している各社の企業の市場シェア率に２乗したもの
を合計したことを意味する。この指数は、各社の市場シェア率のそのものを加重値とするも
のであり、上位企業であるほど、加重値が大きくなる特徴がある。
HHIは CRとは異なって、すべての企業の市場シェア率を把握しなければならない。その
ため、市場構造を正確に測定することができるというメリットがある。一般的に、1,000以
(15) Ahn（2011）pp.163-164参照
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下であれば集中度が低い競争市場、1,000～ 1,800であれば集中度がそれほど高くない競争的
市場、1,800～ 4,000であれば寡占的市場、4,000以上であれば独占市場であると判断されて
いる (16)。
まずは、農協生命と郵政事業本部の保険の生命保険参入の前後を比較するため、この２つ
の指標を用いて、2000年から 2010年までの生命保険市場の市場集中度を分析した。
図５ 生命保険市場の市場集中度変化の推移
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（出典）生命保険協会（韓国）『統計年報』各号より作成
CR3は、2000年の時点で 80.9％を占めており、寡占の基準である 75％を越えているため、
寡占市場を形成していた。それが、2010年には 52.3％まで減少し、寡占の状態が緩和され
た。そして、HHIも 2000年の 2,534から 2010年の 1,186まで半分以上減少した。この指標
も寡占的市場から集中度が低い市場へ移動しつつあることを示している。
CRと HHIが徐々に減少したことに大きな影響を与えたのは、外資系生命保険会社の業績
伸展であった。2000年の時点でわずか 5.8％にすぎなかった外資系生命保険会社の市場シェ
ア率は、2010年には 20.5％まで急増している。
(16) Ahn（2011）pp.163-164参照
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図６ 生命保険市場における国内生保と外資系生保との市場シェア推移
100.0%
80.0%
60.0%
40.0%
20.0%
0.0%
2000 2001 2002 2003 2004
国内生保 外資系生保
2005 2006 2007 2008 2009 2010
（出典）生命保険協会（韓国）『統計年報』各号より作成
それでは、既存の生命保険市場に農協生命と郵政事業本部の保険が加わることにより、市
場はどのように変わっているのか。まだ、2012年度の決算が発表される前であるため、デー
タの制約があるものの、2010年の単年度の市場集中度を比較してみた。
表５ 参入前後のCRと HHI の変化推移（2010 年）
区分 参入以前 参入以後
CR3 52.3％ 43.9％
HHI 1,186 967
CR5 – 60.0％
（注）CR5は、CR3に農協生命と郵政事業本部の保険を合わせた数値
（出典）生命保険協会（韓国）『統計年報』各号より作成
農協生命と郵政事業本部の保険が加わることにより、上位３社への集中度は、52.3％から
43.9％へと大きく減少した。そして、HHIも 1,186から 967にまで減少し、集中度が低い競
争市場を表している。上位３社に農協生命と郵政事業本部の保険を加えた CR5は、60.0％で
あった。これは、大手３社により寡占されていた韓国の生命保険市場が、さらに競争的な市
場になったことを意味する。
その競争的市場の中で利益を上げ、市場シェアを確保するのはだれなのか。以下では、各
プレーヤーの商品戦略について分析したい。
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4.2 生命保険市場における各プレーヤーの商品特徴
各プレーヤーについては、民間生命保険と郵政事業本部の保険、そして農協生命の３つの
グループに分けて分析し、さらに民間生命保険に関しては、組織形態（株式比率）と設立背
景等の類似性を考慮し、国内生命保険会社と外資系生命保険会社に分けることとする。
（１）民間生命保険の商品構成
国内生命保険会社の場合は、生存保険と生死混合保険、そして特別勘定の保険 (17)が増加し
ている反面、死亡保険と団体保険は減少している。
特徴的なのは、特別勘定の保険の急成長である。今まで、保障性保険として生命保険の主
力商品であった死亡保険の収入保険料を 2011年に上回った。それは、前にも取り上げたよ
うに、低金利時代を向かえ、生命保険を特定の偶然事故に関連する経済上の不安定を除去・
軽減するといった、純粋的な保障性商品として考えるより、投資性商品（金融商品）として
認識している結果であろうと判断される。
図７ 国内生命保険会社の商品構成
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（出典）生命保険協会（韓国）『統計年報』各号より作成
外資系生命保険会社も国内生命保険会社と同じように、特別勘定の保険の割合が高くなっ
(17) 生命保険会社が契約者から預かった保険料の運用を行う勘定には一般勘定と特別勘定がある。一般勘定
は、一定の予定利率を契約者に保証しているタイプの保険の資産を運用する勘定である。一方、特別勘
定は、運用実績に応じて、支払われる保険金などの金額が変動するタイプの保険の資産を運用する勘定
である。ここでの特別勘定保険には、変額保険、退職保険、退職年金が含まれている。
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ていることがわかる。国内生命保険会社とは異なって、生存保険の割合が減少し、死亡保険
の割合が増加していることが特徴的である。
図８ 外資系生命保険会社の商品構成
100%
80%
60%
40%
20%
0%
特別勘定 団体保険 生死混合 死亡 生存
2006 2007 2008 2009 20112010
（出典）生命保険協会（韓国）『統計年報』各号より作成
（２）郵政事業本部の保険の商品構成
郵政事業本部の保険は、民営化されていない国営保険であり、「預金保険法」で生命・身
体の障害を保険事故として定義しているため、損害保険を販売していない。そして、変額保
険は「間接投資資産運用業法」、退職年金は「勤労者退職給与保障法」により、販売が禁止
されている (18)。
表６ 郵政事業本部の保険の商品構成
区分 種類
保障性保険
郵便局ハナロ OK保険、夢の木保険、郵便局健康クリニック保険、郵便局大病大保障保険、
郵便局実損医療費保険、一生保障ガン保険、ハイロ定期保険、エバーリッチ傷害保険、
郵便局安全ベルト保険、一万ウォンの幸せ保険、障害者のための保険
貯蓄性保険 グリーンボーナス保険、パワー積立保険、エバーリッチ福祉保険、長期住宅貯蓄保険、充実した切り換え特約
年金保険 郵便局一時払い年金保険、郵便局年金保険、プラス年金保険
（出典）郵政事業本部ホームページ
(18) 各関連法は、「預金保険法」の第 10条（関連部署と協議）、第 28条（保険の種類と金額）、「預金保険法
施行規則」の第 35条（保険の種類）、「健全性基準」第 68条（保険商品に関する協議）にそれぞれ規定
されている。
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しかも、韓米 FTAにより以上の変額保険商品と退職年金商品は、今後、民間生命保険会
社との公正な競争を図るという目的で新規発売が禁止されている。
そこで、郵政事業本部の保険の商品は、保障性保険、貯蓄性保険、年金保険の３つの種類
に分けられる。また、最低限の保障を目的として商品が作られているため、他の民間生命保
険会社より保険料が安いのが特徴である。
（３）農協生命の商品構成
生命保険市場において総資産基準で４番目に該当するほど規模の大きい農協生命である
が、その中でも特徴的なのは他の生命保険会社にはみられない有配当の商品を販売している
ことである。現在、農協生命の商品構成は、終身／定期保険が２種類、年金保険が３種類、
貯蓄保険が２種類、健康／災害保険が１種類で全部で８種類を販売している (19)。
その他に農協生命の株式会社化に対する規制として、退職年金に対しては５年間販売が禁
止されることになっている。そのため、それまでには、基本的は保障分野と第３分野保険商
品を中心に商品を販売すると予想される。その内、年金保険に限って、３種類の有配当商品
を販売しており、その販売理由として協同組合のアイデンティティの継承ということが挙げ
られている (20)。
表７ 農協生命の商品構成
区分 種類
終身／定期保険 （無）NH定期保険、（無）NH終身保険
年金保険 （有）年金貯蓄 NH税 Tech年金保険、（有）NHパワー自由年金保険、（有）あなたのための NH年金保険
貯蓄保険 （無）NHもっと差し上げる貯蓄保険、（無）NHプラス貯蓄保険
健康／災害保険 （無）NH必ず必要なガン保険
こども保険 （無）NHこども保険
（注）（無）：無配当商品、（有）：有配当商品
（出典）農協生命ホームページ
他の生命保険会社に比べて特化された経営戦略を取り組むことは、ある程度収益に貢献す
るかもしれない。ところが、これからは協同組合の形態ではなく株式会社の形態として事業
(19) 2012年 6月 15日基準でホームページに掲載されている商品である。
(20) 農協生命のナ・ドンミン代表理事は記者会見の時、“有配当商品は無配当商品より会社の損益に寄与す
る部分が少ないため、販売を決めるときさんざん悩んだが、利益の顧客の還元を通じて協同組合のアイ
デンティティを継承することが重要であると考えたため、顧客の選好度が高い有配当年金商品を販売し
た”と述べた。
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を行うことになり、そうすると今の農協生命のアイデンティティは何なのかという基本的な
疑問が生じる。顧客への還元を通じて協同組合のアイデンティティを継承することと株主の
利益のために働くことは、お互いの利害関係を考えると、対立するからである。そこで、今
後の事業を進める上で農協生命はある意味では２つのアイデンティティを抱え込むことにな
る。
5．おわりに
本論文は、農協の株式会社化と韓米 FTAによる保険関連の規制という２つの現象を通じ
て、再編された韓国の生命保険市場の構造を分析した。
第２章では、農協の株式会社化への背景と韓米 FTAにおける保険と共済分野の内容につ
いて調べた。第３章では、今までの生命保険市場の推移と再編された生命保険市場を検討し
た。第４章では、CRと HHIを用いて生命保険市場の市場集中度の変化を比較し、各プレー
ヤーの商品特徴を分析した。
その結果わかったのは、以下の３つである。
第１に、韓国の生命保険市場をめぐる統合化の潮流である。まず、今まで協同組合の保険
として行われてきた農協共済が株式会社化した。そして、韓米 FTAにより、国営機関とし
て行われている郵政事業本部の保険に関しても、生命保険会社との公平な競争を目的に、新
商品販売の禁止等の規制が定められ、また、他の共済団体も金融庁の監督の下でソルベンシ
ー規制が行われることになっている。このように、韓国の生命保険市場は、共済事業と郵政
事業本部の保険が統合化される傾向をみせている。
第２に、2000年の時点で、韓国の生命保険市場は大手３社が市場を 80％以上占める寡占
市場であった。それが外資系生命保険会社の勢力拡大により、2010年には 52.3％まで減少
し、競争市場へと変化した。このような状況の中に、総資産基準で、それぞれ４位と５位に
該当するほど大きい規模を有している農協生命と郵政事業本部の保険の参入により、生命保
険市場はさらに競争的になると予想されている (21)。それにしたがって、消費者保護の制度も
整備される必要があると判断される。
第３に、生命保険商品の変化である。保険とは、特定の偶然事故に関連する経済上の不安
定を除去・軽減するために、多数の個別経済主体が結合し、合理的計算に基づく拠出によっ
(21) 農協生命は、株式会社に転換される前にもすでに一般人を対象にして営業を行っていたが、共済という
特徴をもっているため、積極的な営業は展開できなかった。そして、郵政事業本部の保険も国営機関と
して行われているため、民間生命保険会社のアウットバウンドの営業方式よりは、インバインド営業が
中心であった。しかし、韓米 FTAにより、新商品販売の禁止等の規制が定められたことになり、収益
の拡大のためにも今後積極的な営業が必要であると判断される。
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て、計画的に共通準備財産を形成する経済制度である (22)。すなわち、生命保険はその経済的
保障機能や金融機能を通じて個人生活の安定に需要な役割を担っている。
ところが、近年の推移をみると、経済的保障機能（保障性商品）よりは、金融機能（特別
勘定の保険のような投資性商品）が選ばれている傾向がある。たとえば、国内生命保険会社
の場合、すでに、特別勘定の保険の割合が死亡保険の割合を上回った。その大きい原因は、
低金利時代と高齢化であると思われる。
本研究を踏まえると、韓国の生命保険市場は国営機関に対する規制強化または、民間保険
と共済が統合化される傾向をみせている。それにより、生命保険市場はさらに競争市場にな
り、市場シェアをめぐる激しい競争が予想されている。そこで、生命保険市場が統合化され、
イコール・フッティングの競争となったことの効果や消費者にはどのようなメリットとデメ
リットがあるのかについては、疑問が残されている点であり、今後の課題はその疑問を解明
することとしたい。
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